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新型コロナウィルス感染症の蔓延に伴い、健康度測定等の事業実施については、サービス

を利用される方、財団職員及びパートナースタッフの健康と安全（生命）を守る対策を施す

ことが求められています。 

イベントを中心とする測定等会場は、施設の規模や環境等に大きく影響を受けるものの、

「密閉」「密集」「密接」の３つの「密」が重なり、相互の感染リスクが非常に高くなること

が予測されます。  

そこで、手洗い・うがいの徹底やマスクの着用のほか、ソーシャルディスタンス（社会的

距離の確保）に配慮した対策を講じることが必要です。 

今後の測定事業等の実施にあたり、必要な対策を整理し、それを確実に実行することで安

心・安全な形で事業が行えるよう、測定事業の実施に伴う新型コロナウイルス感染症の予防

対策基本方針を策定します。 

 

※この基本方針は、政府発表等により運営方法の手順を追加・変更することがあります。 

 

 

1. 会場内での対策 

 

換気の強化・衛生管理の徹底、感染予防対策の実施 

 会場を含む、当該エリアの 1 時間当たり 3 回程度の換気の実施 

 会場内の定期的な清掃の実施及び食事の禁止 

 冷水器・ジェットタオルの利用停止 

 雑誌・新聞等館内共有閲覧物の利用休止 

 大規模（多人数）なイベントは感染リスクを高めるため、換気や衛生管理が十分に 

実施できないと予測される場合には、事業の中止もくしは延期を検討 

 神奈川県の実施する感染拡大防止対策の実施と「感染防止対策取組書」の掲示 

  

 ※会場内での対策は、事業の発注者が会場（測定実施場所等）を用意するため、その範囲の中で 

  基本方針に沿った対応を調整・実施します。 



２．測定機器の取り扱い及び運営面の対策 

 

（１）測定機器の取り扱い 

 

測定機器について、下記のレベル１～レベル３までグループ分けを行います。 

グループ分けは参加者の接触状況（または接触の可能性）、衛生管理の手順 

によって、疾病の感染リスクを評価して行います。 

感染リスクの高い種目については、一部利用を停止するなど、状況に応じて 

対応します。 

 

（レベル１：比較的安全の確保が容易で、衛生管理の対処が可能な種目） 

 ・血管年齢測定 

 ・糖化度測定 

 ・目の健康セルフチェック 

 

（レベル２：感染リスクがあるので、スタッフの管理徹底で実施する種目） 

 ・足型足圧測定 

 ・からだバランスチェック 

 ・脚の筋力・バランス測定 

 ・ロコモ度チェック 

 ・骨密度測定 

 

（レベル３：感染リスクの回避が困難で、当面、実施中止する種目） 

 ・ストレス度チェック 

 ・肺年齢測定 

 ・肌年齢測定 

 ・全年代版（大人版）体力測定 

 

（２）運営面の対策 

 

①測定機器の衛生管理 

 

 測定機器は、測定利用者が変わるごとに、予め用意するアルコール消毒液等を 

使用して、定期的な拭き取り・衛生管理の実施を行います。 



 2 時間に一回程度クリーンタイムを設け、測定エリア内の除菌清掃、機器の 

衛生管理を実施します。 

 

②密閉・密集・密接の回避 

 

 定員制限、測定間隔の⾧めの設定、整理券発行の対応 

 扉や窓をあけて換気を実施 

 受付、測定場所では、測定機器の配置変更・透明ビニールカーテンの設置により 

スタッフと参加者の距離を確保 

 測定待機者の誘導に伴い、待機場所の目安となる間隔線の設置 

 参加者の呼び込み、説明時など、大きな声の発声や、握手など接触の回避 

 原則、結果用紙（書類）、金銭の授受は行わない。どうしても必要となる場合には

トレー等を活用し、直接の手渡しを回避 

 事業の運営中は、注意喚起の看板を設置し、随時、アナウンスを実施 

 

３．スタッフの対策 

 

（1）財団職員・パートナースタッフ（アルバイト・業務委託者を含む）の保健衛生 

対策の徹底 

 

 毎日の出勤時の検温、手洗い、うがい及びマスク着用を徹底し、体調不良の 

場合には業務に従事することを見送り 

 事業実施時に検温を行い、発熱（37.5 度）や風邪の症状の有無を確認 

出勤時に症状のなかった場合でも、就業前に風邪症状や発熱が認められた場合は 

測定事業への参加は回避し自宅待機 

 ユニフォームのこまめな洗濯を実施 

 必要に応じて、フェイスシールドを着用 

 

４．お客様の体調確認及びお願い（注意）事項の伝達 

 

（１）お客様の体調の確認 

 

 次の症状がある方など、該当する点がある参加希望者には、充分な説明と理解を

得た上で、測定事業等の参加をお断りします。  



o 発熱（37.5 度）や比較的軽い風邪の症状がある方 

o 咳・たん・胸部に不快感がある方、だるさ（倦怠感）や息苦しさがある方 

o 味覚・嗅覚に少しでも違和感のある方 

o 新型コロナウイルス感染症の陽性者と濃厚接触がある方、または、感染が

疑われる方がいる場合 

o 過去 14 日以内に、政府から入国制限、入国後の観察期間を必要と発表さ

れている国・地域への渡航、並びに当該在住者との濃厚接触がある方 

 

 次の疾病や服薬中の方は新型コロナウイルスに感染した場合、重症化のリスクが

高いため、極力、測定事業等の参加はお控えいただくようアナウンスします。 

 

o 糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD 等）の基礎疾患がある 

o 人工透析を受けている 

o 免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方 

 

 高齢者の方は事前の体調チェックと予防対策に万全を期していただくよう、 

丁寧にアナウンスします。 

 

 

（2）会場への来場時のお願い（注意）事項の伝達 

 

 測定事業等の利用前に、手洗い・手指消毒を実施し、マスク着用の上で会場へ 

の入室を依頼。充分な説明を行ってもマスク着用を拒否する方については測定 

の参加をお断りします。 

 混雑状況により入室制限をさせていただく場合があることをアナウンスします。 

 測定待機時等、参加者同士の距離（間隔）にご配慮いただき、会話はお控えいた

だくよう依頼。 

会話をする場合は周囲に配慮して行っていただくことを依頼 

 くしゃみや咳がでるときは、衣服で鼻と口を覆う等、咳エチケットを励行 

 地域の学校にて休校の措置が取られている場合等（18 歳未満）は、利用を 

ご遠慮いただくよう説明する 

 必要があれば、来場時に、スタッフが検温をお願いする場合があります。 

 

 



５．測定事業等の実施 FAQ 

 

 参加者やイベント主催者からの問い合わせがあった場合の FAQ です。 

 事業の実施・問い合わせがあった時には、下記をよく確認し、できるだけ丁寧な応対を 

心掛けてください。 

 

Q.新型コロナウイルスの感染が終息していないなかで、営業するのはなぜですか？ 

 

A.測定実施に際しては、新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の見解等を踏まえ、参加

される方や財団職員の健康と安全確保のため、「密閉の回避」、「密集の回避」、「密接の回避」

など、集団感染しやすいとされる３条件が同時に重なることを避けた環境の構築を重視した

感染予防対策を進めます。 

財団では、新型コロナウイルスの感染予防及び拡散防止に向けて、独自の「新型コロナウイ

ルス感染予防に関する基本方針」を設定し、感染予防策には万全を期して、事業を実施させ

ていただきます。 

健康管理（健康づくり）は、人が生活を続ける中で必要不可欠なものであり、現状、自粛や

活動休止が求められる中でも、感染予防と健康管理のバランスを取ることが心と体のために

は必要であると考えています。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

今後、情勢の変化や、政府からの要請等がある場合には、必要に応じた対応を行います。 

 

 

Q.新型コロナウイルスの感染予防及び拡散防止に向けた対応は何ですか？ 

 

A.感染予防のための除菌（アルコール）スプレーでの衛生管理をはじめ、会場内の除菌・清

掃、安全面に配慮した事業の実施・接客を行います。また、サービス実施について、改めて

その実施方法を丁寧に再考し、スキルアップや皆様の安全確保に向けた研修を実施していま

す。当日、ご参加いただいた方々の満足度が高くなるよう体制の整備・拡充に努めます。 

 

 

Q.測定の参加方法はどうなりますか？ 

 

A.測定のプログラムは、感染予防の観点から、感染リスクを低く抑えられるものを中心に実

施させていただきます。当日は、整理券配布なども活用し、3 密とならない運営にも配慮し

ます。 



Q.測定の定員数はどのように決めているのですか？ 

 

A.会場のレイアウトや施設の環境によって、対応に工夫が必要となりますが、参加者が 

両手を広げても接触しない程度の間隔で入室・測定・説明・退室できるよう誘導します。 

また、イベント時間内で、感染予防のための清掃や、時間調整などを行うため、これまでの

受け入れ人数よりも実施できる人数が少なくなることがあります。 

 

 

Q.測定種目は変更がありますか？ 

 

A.測定種目については利用間隔を確保するため、配置の一部変更または利用を停止する場合

があります。 

 

 

Q.測定前後の衛生管理はどうしていますか？ 

 

A.各種測定器は、財団が持参する除菌（アルコール）スプレー等を使用し、参加者が変わる

たびに拭き取り、消毒を実施します。また、測定会場内も 2 時間に一回程度、クリーンタイ

ムを設け、測定エリア内の除菌清掃を行います。 

 

 

Q.測定後の説明はどうなりますか？ 

 

A 原則、測定後の説明は、当面、参加者自身による WEB 閲覧とさせていただき、対面での

説明は行いません。説明資料等の配布も手渡し等による感染リスクの低減のため、実施しま

せん。しかし、どうしても、対話による説明を希望される方には、ビニールシートなどを設

置の上で、お客様及び財団職員がマスクを着用して、実施いたします。 

 

 

Q.測定会場内での決まりはありますか。 

 

A.測定エリア内では、集合による会話・飲食は禁止とさせていただきます。地域の学校にて

休校の措置が取られている場合等（18 歳未満）はエリア内の入場も禁止です。 


